
月

総
販
は

％
の
増
加


年
比
で
は

％
の
減
少


　

　
　



月は多い、上級会員狙いの追い込み搭乗

1

Ｈ
Ｉ
Ｓ

通
期
決
算

Ｈ
Ｔ
Ｂ
売
却
も

億
赤
字

３
期
連
続
赤
字
、翌
期
予
想
は
未
定
に

旅
行
、非
旅
行
１
対
１

Ｂ
Ｐ
Ｏ
事
業
を
加
速

秋
田
体
感
で
交
流
拡
大

羽
田
で
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
開
催
ＡＮＡあきんど

読売旅行

Ｄ
Ｐ
型
旅
行
商
品

基
幹
シ
ス
テ
ム
稼
働
で
発
売

　
Ａ
Ｎ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
各
マ
イ

レ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
毎

年
１
～

月
ま
で
の
搭
乗
実
績

を
基
に
翌
年
４
月
～
翌
々
年
３

月
ま
で
の
上
級
会
員
の
ラ
ン
ク

（
ス
テ
イ
タ
ス
）
が
決
ま
る
。

Ａ
Ｎ
Ａ
マ
イ
レ
ー
ジ
ク
ラ
ブ
で

は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
サ

ー
ビ
ス
」
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
マ
イ
レ
ー

ジ
バ
ン
ク
で
は
「
Ｆ
Ｌ
Ｙ
　
Ｏ

Ｎ
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
と
い

う
名
称
で
上
級
会
員
制
度
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
会
員
ラ
ン
ク

に
応
じ
て
３
万
㌽
、
５
万
㌽
、

８
万
㌽
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
み
）
、


万
㌽
を
到
達
す
る
こ
と
で
翌
年

度
に
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が

変
わ
る
こ
と
か
ら
１
年
を
か
け

て
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
こ
と
に

な
る
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
搭
乗
回
数

で
の
到
達
も
可
能
）
。

　
上
級
会
員
に
な
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
利
用
で
た
く
さ
ん
の
マ
イ
ル

を
た
め
て
も
加
算
さ
れ
ず
（
た

だ
し
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
カ
ー
ド
利
用

額
＋
指
定
サ
ー
ビ
ス
を
獲
得
す

る
と
上
級
会
員
に
な
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
が
下
が
る
）
、
あ
く

ま
で
も
飛
行
機
へ
の
搭
乗
実
績

で
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
、
Ａ

Ｎ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
共
に
日
本
国
内

線
は
１
㍄
＝
２
㌽
、
国
際
線
は

１
㍄
＝
１
㌽
（
一
部
ア
ジ
ア
路

線
な
ど
は
１
・
５
㌽
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
例
年
、

月
に
は
ポ
イ
ン
ト

が
足
り
な
く
て
駆
け
込
み
搭
乗

す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
が
、
今

年
は
Ａ
Ｎ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
共
に
国

内
線
・
国
際
線
共
に
ポ
イ
ン
ト

２
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

た
こ
と
で
例
年
以
上
に
上
級
会

員
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
私
の
肌
感

覚
と
し
て
は
例
年
以
上
に
こ
の


月
の
追
い
込
み
搭
乗
が
続
い

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
旅
行
が
メ
イ
ン
で

は
な
く
、
飛
行
機
で
ポ
イ
ン
ト

を
た
め
る
こ
と
が
目
的
の
搭
乗

で
あ
り
、
特
に
ポ
イ
ン
ト
が
一

気
に
稼
げ
る
羽
田
―
那
覇
、
石

垣
、
宮
古
な
ど
の
路
線
が
人
気

で
、
中
に
は
空
港
か
ら
外
に
出

な
い
で
、
乗
っ
た
飛
行
機
で
そ

の
ま
ま
出
発
地
に
戻
る
「
タ
ッ

チ
」
と
呼
ば
れ
る
修
行
（
機
内

で
長
い
時
間
を
過
ご
す
と
い
う

意
味
）
も
増
え
て
お
り
、
さ
ら

に
ポ
イ
ン
ト
が
多
く
獲
得
で
き

る
上
級
ク
ラ
ス（
Ａ
Ｎ
Ａ「
プ
レ

ミ
ア
ム
ク
ラ
ス
」、Ｊ
Ａ
Ｌ「
フ

ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
」）の
沖
縄
路

線
は
平
日
も
含
め
て
ほ
ぼ
全
便

が
満
席
に
な
っ
て
い
る
。

　
上
級
会
員
に
な
る
こ
と
で
、

ラ
ウ
ン
ジ
の
利
用
、
優
先
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
、優
先
保
安
検
査
場
、

優
先
手
荷
物
の
引
き
渡
し
、
空

席
待
ち
の
優
先
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
最
上
級
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
会
員
を
目
指
す
人
も
い
る
。

追
い
込
み
搭
乗
に
は
二
つ
の
種

類
が
あ
り
、
出
張
な
ど
仕
事
を

中
心
に
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
あ

と
少
し
ポ
イ
ン
ト
が
足
り
な
い

こ
と
か
ら
最
後
に
ポ
イ
ン
ト
獲

得
目
的
で
出
か
け
る
場
合
と
年

間
計
画
で
上
級
会
員
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
旅
行
よ
り
も
ポ

イ
ン
ト
目
的
で
最
後
に
追
い
込

み
搭
乗
す
る
場
合
の
二
つ
が
あ

る
の
だ
。

　
ま
た
、
１
月
か
ら
新
た
に
２

０
２
４
年
度
の
上
級
会
員
の
ポ

イ
ン
ト
獲
得
が
始
ま
る
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

（７） 第３１５６号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）１月１日（日曜日）

　
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
、澤
田
秀
雄
会
長
、矢
田
素
史
社
長
）は

月

日
、

２
０
２
２
年

月
期（

年

月
１
日
～

年

月

日
）連
結
決
算
を
発
表
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
続
き
、当
期
純
損
失
は

億
４
７
０
０
万
円（
前
期
は
５
０
０
億

５
千
万
円
の
赤
字
）と
３
期
連
続
の
赤
字
と
な
っ
た
。ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス（
Ｈ
Ｔ
Ｂ
）の

売
却
に
よ
る
関
係
会
社
売
却
益
な
ど
で
特
別
利
益
を
５
４
５
億
円
計
上
す
る
な
ど
、

赤
字
は
約
４
０
５
億
円
を
圧
縮
。澤
田
会
長
は
今
後
に
つ
い
て「
欧
米
と
比
べ
て
海
外

渡
航
は
約
６
カ
月
遅
れ
て
い
る
が
、予
約
は
増
え
て
い
る
。海
外
旅
行
が
本
格
的
に
戻

る
予
測
で
あ
る

年
は
、全
社
一
丸
で
取
り
組
む
」と
決
意
を
述
べ
る
。
年

月
期

の
予
想
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
合
理
的
算
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
未
定
と
し
た
。

秋
田
を
Ｐ
Ｒ
す
る
田
鍋
氏

決
算
発
表
会
の
様
子

好
評
だ
っ
た
秋
田
犬
の
見
学

　
Ａ
Ｎ
Ａ
あ
き
ん
ど
は

月

９
～

日
、
日
本
航
空
ビ
ル

デ
ン
グ
と
秋
田
県
と
連
携

し
、
初
と
な
る
地
域
を
体
感

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｆ
ｉ
ｎ

ｄ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ
　
Ｓ
ｋ
ｙ
　

ｉ
ｎ
　
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
～
第

１
弾
　
秋
田
～
」
を
羽
田
空

港
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
５
階
の

屋
内
展
望
フ
ロ
ア
で
開
い

た
。
当
日
に
は
秋
田
犬
見
学

会
な
ど
を
実
施
。
地
域
の
魅

力
の
体
感
を
き
っ
か
け
に
、

関
係
人
口
や
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
魅

力
を
体
感
で
き
る
仕
掛
け
か

ら
、
「
行
っ
て
み
た
い
」

「
も
っ
と
知
り
た
い
」
「
こ

の
地
域
の
こ
こ
が
好
き
」
と

い
う
気
持
ち
を
喚
起
す
る
も

の
。
秋
田
県
の
観
光
資
源
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
な
が
ら
、
航
空

・
旅
行
需
要
の
拡
大
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
利
用
拡
大
を
図

る
。

　
今
回
は
、第
１
弾
と
し
て
、

秋
田
犬
見
学
会
の
ほ
か
、
秋

田
県
名
産
品
マ
ル
シ
ェ
、
２

０
２
２
年

月
か
ら
流
通
が

始
ま
っ
た
新
ブ
ラ
ン
ド
米

「
サ
キ
ホ
コ
レ
」の
試
食
会
、

販
売
会
、

年
の
「
ハ
チ
公

生
誕
１
０
０
年
」
や
、
大
館

能
代
空
港
、
現
在
秋
田
県


自
治
体
が
参
加
す
る
「
Ａ
Ｎ

Ａ
の
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
通

じ
た
返
礼
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
成
果
に
つ
い

て
、
同
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し

た
Ａ
Ｎ
Ａ
あ
き
ん
ど
事
業
開

発
部
の
田
鍋
公
大
氏
は
、

「

年
夏
ご
ろ
か
ら
連
携
を

始
め
た
。
地
域
を
体
感
で
き

る
マ
ル
シ
ェ
に
こ
だ
わ
り
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
多
く
の
人
に
体
感
し

て
も
ら
え
た
。
三
つ
が
重
な

り
な
が
ら
、
今
後
も
相
乗
効

果
を
生
ん
で
い
く
」
と
話
し

た
。

　
秋
田
県
交
通
政
策
課
の
小

松
鋼
紀
課
長
は
「
秋
田
空
港

と
大
館
能
代
空
港
の
二
つ
を

抱
え
て
お
り
、
県
民
だ
け
で

な
い
東
北
か
ら
多
く
の
人
が

玄
関
口
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。
秋
田
に
は
世
界
遺
産
と

し
て
自
然
遺
産
の
白
神
山
地

の
ほ
か
、

年
７
月
に
登
録

さ
れ
た
文
化
遺
産
の
北
海
道

・
北
東
北
縄
文
遺
跡
群
の

『
大
湯
環
状
列
石
』
『
伊
勢

堂
岱
遺
跡
』
、
無
形
文
化
遺

産
の
大
日
堂
舞
楽
な
ど
、
見

ど
こ
ろ
や
グ
ル
メ
は
た
く
さ

ん
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
秋

田
犬
の
種
の
保
存
や
啓
発
活

動
を
行
う
秋
田
犬
保
存
会
東

京
支
部
の
郡
居
弘
之
支
部
長

は
、
「
Ａ
Ｎ
Ａ
は
、
羽
田
―

大
館
を
結
ぶ
唯
一
の
キ
ャ
リ

ア
で
あ
り
、
秋
田
犬
の
本
場

で
あ
る
大
館
に
も
ぜ
ひ
訪
れ

て
ほ
し
い
」
と
来
訪
を
呼
び

掛
け
た
。
ハ
チ
公
生
誕
１
０

０
周
年
を
迎
え
る

年

月

に
は
秋
田
犬
全
国
展
が
東
京

で
開
催
さ
れ
え
る
予
定
。

　
観
光
庁
が
９
日
に
発
表
し

た
主
要
旅
行
業

社
・
グ
ル

ー
プ
の

年

月
の
旅
行
取

り
扱
い
状
況
（
速
報
）
は
、

総
取
扱
額
が
前

年
同
月
比
１
０

５
・
６
％
増
の

２
５
８
５
億
１

７
４
６
万
円
だ

っ
た
。
政
府
が

実
施
す
る
観
光
需
要
喚
起
策

「
全
国
旅
行
支
援
」
の
開
始

や
、
韓
国
や
米
国
な
ど

の

国
・
地
域
に
対
す
る
ビ
ザ
免

除
措
置
が
再
開
さ
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
前
年
か
ら
増
加
す

る
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が

続
き
、
２
０
１
９
年
と
比
較

す
る
と

・
４
％
減
と
な
っ

た
。

　
総
取
扱
額
は
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を

除
く
全
社
が
前
年
実
績
を
上

回
っ
た
。
一
方
、

年
同
月

比
は
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー

ズ
、
富
士
急
ト
ラ
ベ
ル
以
外

の

社
が
下
回
っ
た
。ま
た
、


年
比
で
は
、

％
に
満
た

な
か
っ
た
会
社
が
５
割
以
上

あ
っ
た
。

　
分
野
別
に
前
年
実
績
と
比

較
す
る
と
、
国
内
旅
行
が


・
８
％
増
の
２
１
０
４
億
４

７
６
５
万
円
、
海
外
旅
行
が

５
３
１
・
０
％
増
の
４
２
９

億
９
０
２
７
万
円
、
外
国
人

旅
行
が
３
０
３
・
９
％
減
の


億
７
９
５
５
万
円
。

年

比
で
は
、
国
内
旅
行
が

・

２
％
減
、
海
外
旅
行
が

・

５
％
減
、
外
国
人
旅
行
が


・
５
％
減
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
同
月
比
１
３

０
・
４
％
増
、

年
同
月
比

で
は

・
３
％
減
の
５
８
３

億
６
５
０
１
万
円
だ
っ
た
。

内
訳
は
国
内
旅
行
が

年
同

月
比

・
６
％
減
の
５
７
１

億
８
５
２
２
万
円
、
海
外
旅

行
が
同

・
８
％
減
の

億

６
９
５
３
万
円
、
外
国
人
旅

行
が
同

・
６
％
減
の
１
０

２
６
万
円
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
取
扱
人

数
は
前
年
同
月

比
１
２
０
・
７

％
増
の
１
７
０

万
６
２
９
６
人

だ
っ
た
。

年
同
月
比
で
は


・
０
％
減
。
内
訳
は
国
内

旅
行
が

年
同
月
比

・
０

％
減
の
１
７
０
万
３
０
８
６

人
、
海
外
旅
行
が
同

・
９

％
減
の
３
０
６
９
人
、
外
国

人
旅
行
が
同

・
６
％
減
の

１
４
１
人
だ
っ
た
。

　
読
売
旅
行
は

月

日
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
（
Ｄ
Ｐ
＝
変
動
価
格
制
）

に
対
応
し
た
新
し
い
旅
行
基

幹
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
る

と
と
も
に
、
同
社
の
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
サ
イ
ト
で
Ｄ
Ｐ
型

の
旅
行
商
品
を
発
売
し
た
。

　
Ｄ
Ｐ
型
旅
行
商
品
は
、
往

復
航
空
券
と
宿
泊
を
自
由
に

組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
個
人
型

の
商
品
。
空
席
・
空
室
状
況

に
よ
り
代
金
が
変
動
す
る
。

　
今
回
、
導
入
し
た
新
し
い

旅
行
基
幹
シ
ス
テ
ム
「
Ｄ
ｒ

ｅ
ａ
ｍ
　
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ

　
Ｃ
ｕ
ｅ
（
Ｄ
Ｊ
Ｃ
ｕ
ｅ
＝

ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ー
ニ
ー
キ
ュ

ー
）
」
は
大
塚
商
会
と
ア
イ

ズ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
新
規
開

発
し
た
も
の
で
、
旅
行
業
界

初
の
ク
ラ
ウ
ド
型
の
基
幹
シ

ス
テ
ム
と
い
う
。

　
ツ
ア
ー
型
検
索
シ
ス
テ
ム

「
フ
ォ
ル
シ
ア
ｗ
ｅ
ｂ
コ
ネ

ク
ト
」
と
宿
泊
施
設
の
予
約

・
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ

Ｌ
―
リ
ン
カ
ー
ン
」
を
Ｄ
Ｊ

Ｃ
ｕ
ｅ
で
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
、
条
件
が
複
雑
な
検
索
で

も
瞬
時
に
結
果
が
表
示
で
き

る
。

　
売
上
高
は
前
年
比

・
４

％
増
の
１
４
２
７
億
９
４
０

０
万
円
、
営
業
損
失
が
４
７

９
億
３
４
０
０
万
円
（
前
年

は
６
４
０
億
５
８
０
０
万
円

の
赤
字
）
、
経
常
損
失
が
４

９
０
億
１
０
０
万
円
（
同
６

３
２
億
９
９
０
０
万
円
の
赤

字
）
。

　
旅
行
事
業
は
、
売
上
高
が

同
３
１
９
・
７
％
増
の
６
７

６
億
９
３
０
０
万
円
、
営
業

損
失
が
２
８
６
億
２
９
０
０

万
円
（
同
３
８
３
億
３
６
０

０
万
円
の
赤
字
）
。
コ
ロ
ナ

禍
の
段
階
的
な
水
際
緩
和

で
、
海
外
に
お
け
る
旅
行
事

業
が
回
復
す
る
ほ
か
、
コ
ス

ト
削
減
の
徹
底
に
努
め
た

が
、
収
益
性
が
高
い
海
外
旅

行
事
業
の
回
復
が
遅
れ
た
。

　
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業
は
、

売
上
高
が
同

・
７
％
増
の

２
１
２
億
２
５
０
０
万
円
、

営
業
利
益
が
１
億
８
３
０
０

万
円
（
同

億
５
９
０
０
万

円
の
赤
字
）。Ｈ
Ｔ
Ｂ
で
は
、

開
業

周
年
を
記
念
し
た
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

や
、
季
節
に
応
じ
た
環
境
演

出
に
重
点
を
置
い
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
好
評
を
得
た
。

　
ホ
テ
ル
事
業
は
、
売
上
高

が
同

・
５
％
増
の

億
７

０
０
万
円
、
営
業
損
失
が


億
２
２
０
０
万
円
（
同

億

６
８
０
０
億
円
の
赤
字
）
、

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
ベ
ー
ス
で
は

１
億
９
２
０
０
万
円
の
損
失

（
同

億
５
７
０
０
万
円
の

赤
字
）
。
軒
数
が
国
内
１
軒

増
の

軒
、
海
外
１
軒
増
の


軒
と
増
加
し
た
ほ
か
、
行

動
制
限
緩
和
の
影
響
で
増
収

と
な
っ
た
。

　
九
州
産
交
グ
ル
ー
プ
は
、

売
上
高
が
同

・
３
％
増
の

１
７
９
億
６
千
万
円
、
営
業

損
失
が

億
５
４
０
０
万
円

（
同

億
１
２
０
０
万
円
の

赤
字
）
、
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
ベ

ー
ス
で
は
３
億
９
０
０
万
円

の
利
益
（
同
８
億
４
６
０
０

万
円
の
赤
字
）
。
路
線
バ
ス

の
輸
送
人
員
増
加
や
、
高
速

バ
ス
の
運
行
再
開
、
サ
ク
ラ

マ
チ
ク
マ
モ
ト
の
入
館
者
増

加
な
ど
、一
部
が
回
復
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
売

上
高
が

・
３
％
減
の
２
４

３
億
７
６
０
０
万
円
、
営
業

損
失
が

億
７
８
０
０
万
円

（
同
１
０
２
億
６
４
０
０
万

円
の
赤
字
）
。
電
力
小
売
事

業
で
は
、
調
達
電
源
の
価
格

高
騰
の
常
態
化
、
発
電
事
業

は
燃
料
と
な
る
パ
ー
ム
油
の

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
。
電
力
小
売
事
業
は

年

５
月
、
発
電
事
業
は
同

月

に
全
株
式
の
譲
渡
が
完
了
し

た
。

　
同
日
に
開
催
さ
れ
た
決
算

発
表
会
で
は
、
矢
田
社
長
が

今
後
の
経
営
方
針
を
発
表
。

　
事
業
構
造
改
革
で
は
、
旅

行
事
業
の
深
化
と
し
て
、
Ｈ

Ｉ
Ｓ
で
し
か
体
験
で
き
な
い

旅
、
持
続
可
能
な
観
光
の
提

供
、
非
旅
行
事
業
の
探
索
と

し
て
、
自
治
体
の
事
業
受
託

の
強
化
、
企
業
連
携
協
働
事

業
の
展
開
、
既
存
事
業
領
域

の
拡
大
、
新
規
事
業
の
開
発

に
取
り
組
む
。
「
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
を
再
構
築
し
、
現
在

全
体
利
益
の
２
割
を
占
め
る

非
旅
行
事
業
を
押
し
上
げ
、

中
長
期
で
旅
行
関
連
事
業

（
６
種
）
と
非
旅
行
事
業

（
８
種
）
の
利
益
を
１
対
１

に
す
る
」
と
矢
田
社
長
。

　
マ
イ
ン
ド
改
革
と
し
て
、

パ
ー
パ
ス
「
『
心
躍
る
』
を

解
き
放
つ
」
を
導
入
。
原
点

の
再
確
認
、
グ
ル
ー
プ
の
意

識
統
一
、
判
断
基
準
の
整
理

を
行
う
。

　
財
務
改
革
で
は
、
自
己
資

本
比
率
の
改
善
、
Ｂ
／
Ｓ
の

ス
リ
ム
化
、
コ
ス
ト
削
減
を

推
進
。
自
己
資
本
比
率
は
、

現
在
の

・
４
％
か
ら

％

以
上
を
目
指
す
。販
管
費
は
、

出
向
や
休
業
し
て
い
た
社
員

が
復
職
し
て
人
件
費
が
増
え

る
な
ど
、
前
年
比

億
円
増

の
７
６
１
億
円
と
な
っ
た
。

設
備
投
資
は
、
ホ
テ
ル
へ
の

投
資
を
減
ら
し
、
前
年
実
績

か
ら

億
円
減
の

億
円

に
。

年
に
は

億
円
ま
で

減
少
さ
せ
る
計
画
だ
。

　
今
後
の
旅
行
事
業
に
つ
い

て
、
矢
田
社
長
は
「
海
外
旅

行
の
回
復
と
国
内
旅
行
の
底

上
げ
で
業
績
は
回
復
す
る
見

込
み
。
欧
米
発
着
を
中
心
に

定
期
航
空
便
が
回
復
傾
向
に

あ
り
、

年
に
は
Ｈ
Ｉ
Ｓ
単

体
で

年
を
上
回
る
水
準
と

な
る
売
上
高
４
８
０
０
億
円

（
国
内
旅
行
１
２
０
０
億

円
、
海
外
旅
行
３
６
０
０
億

円
）を
目
指
す
」と
話
し
た
。

注
目
す
る
旅
行
事
業
と
し

て
、
気
球
型
宇
宙
船
「
ネ
プ

チ
ュ
ー
ン
」
の
日
本
・
カ
ナ

ダ
で
の
販
売
権
契
約
締
結
な

ど
を
挙
げ
た
。

　
非
旅
行
事
業
で
は
、
自
治

体
の
Ｂ
Ｐ
Ｏ
事
業
を
強
化
す

る
方
針
。
矢
田
社
長
は
「
後

発
で
は
あ
る
が
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
大
き
く
、
期
待
す
る
声

も
大
き
い
。
Ｈ
Ｉ
Ｓ
な
ら
で

は
の
新
し
い
視
点
は
、
チ
ャ

ン
ス
を
生
む
」
と
意
気
込
ん

だ
。
今
後
は
、
国
内
外
支
店

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、取
り
組
み
を
加
速
す
る
。

　
　
　
　
　
【
長
木
利
通
】


